
【発表項目】

防災センターの完成について

【コメント】

新年度を迎えて

「熊本県空き家バンクプラットフォーム」運用開始について



防災センターが遂に完成！
熊本県防災センター

●庁舎概要●
構造：鉄筋コンクリート造（免震構造）
階数：地下1階、地上7階／事業費：約９７億円
延べ面積：９，９７０㎡（内訳：県央広域本部7,333㎡

防災センター2,637㎡（大規模災害時６，６４８㎡））



３．くまモンを活用

【概要】
・開館：平日 ９：００～１７：００ ／ 入館料：無料
・内容：①災害の歴史や発生メカニズム、防災の取組等を展示

②近年の主な災害等をプロジェクションマッピング等で紹介
③防災学習プログラムの提供

４．フリーアドレス（イメージ）

防災センターが遂に完成！
２．展示・学習室（１階）１．オペレーションルーム（２階）

１階廊下 １階エレベーターホール



防災センターが３月に完成防災センターが遂に完成

時期 今後のスケジュール

４月

危機管理防災課、消防保安課什器搬入（～4/7）
県央広域本部什器搬入（～4/14）
報道関係内覧会（4/19）
危機管理防災課、消防保安課引越（4/22・23）、
業務開始（4/23 PM5:15～）

５月
県央広域本部引越（5/8～5/14）、業務開始（5/15）
防災センター完成式（5/17）
展示・学習室業務開始（5/17） 【完成式概要】

日 時：５月１７日（水）１０時～１０時３０分
出席者：国会議員、県議会議員、官公庁、

市町村関係、自治会、工事業者
※３５名程度



県内の空き家情報を広域的・横断的に検索できる、
利便性の高いプラットフォームが必要

【これまでの状況】

「熊本県空き家バンクプラットフォーム」運用開始！

移住希望者は、

市町村ごとに物件情報を
検索しなければならない

空き家バンクは市町村がそれぞれ整備

市町村によっては、なか

なか検索されず、空き家バ
ンクを閲覧してもらえない
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２０２３年４月１日（土）運用開始
～ 県内３３市町村が参画 ～

「熊本県空き家バンクプラットフォーム」運用開始！

6



「熊本県空き家バンクプラットフォーム」運用開始！

360度カメラ

～プラットフォームの特徴～

① 広域的・横断的な物件掲載でワンストップ検索

② ピクトグラム(絵文字)でわかりやすい検索

③ ３６０度カメラによるバーチャル内覧で利便性向上

ほぼすべての物件が３６０度カメラでバーチャル内覧
できる、全国初のプラットフォーム！

ピクトグラム
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